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B 0955-2：2021 (ISO 14955-2：2018) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本工作機械工業会

（JMTBA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 B 0955-2：2021 
 (ISO 14955-2：2018) 

工作機械－環境評価－第 2 部：工作機械及び 

その構成要素に供給されるエネルギーの測定方法 

Machine tools-Environmental evaluation of machine tools- 

Part 2: Methods for measuring energy supplied to  

machine tools and machine tool components 

 
序文 

この規格は，2018 年に第 1 版として発行された ISO 14955-2 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

環境影響は，全ての製品に共通の課題であり，天然資源が減少してきている中で，工作機械の環境パフ

ォーマンス基準を定義し，その基準の使用について規定することは重要である。 

工作機械は，産業界ですぐに使える完成品又は半完成品の製造に使用される複雑なシステムである。そ

れらの環境影響は，端材，潤滑剤，補助剤などのその他の物質の流れ，電気エネルギーの熱への変換，周

囲への熱の放散，又は流体による熱交換，及び場合によっては，圧縮空気などの他の資源の使用を含んで

いる。関連する考慮事項に基づき，ISO 14955 規格群は，使用段階で工作機械に供給されるエネルギーに

関係する環境影響に焦点を当てている。 

工作機械の性能評価は，設備投資の重要なデータとして，用途によって影響を受ける経済価値，技術仕

様及び運転条件に関して多面的である。同じ工作機械でも加工する部品及び運転条件によって供給される

エネルギーは全く異なるものになる。したがって，工作機械の環境評価は，これらの側面と切り離して考

えることはできない。 

JIS B 0955-1 は，工作機械の環境評価を考慮した設計手法について規定しており，工作機械に供給され

るエネルギーを測定する理由についても記載している。 

ISO 14955-3，ISO 14955-4 及び ISO 14955-5 は，ISO 14955-1 及び ISO 14955-2 の適用について記載して

いる。 

1 適用範囲 

この規格は，特定の条件下で工作機械に供給されるエネルギーについて再現性のあるデータを得るため

の測定方法について規定する。さらに，JIS B 0955-1:2020 に記載されているとおり，構成要素へのエネル

ギー供給を一般化した工作機械の機能に割り当てるために，構成要素に供給されるエネルギーを定量化す

る方法についても規定する。 


